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高病原性鳥インフルエンザ（Ｈ５亜型）が疑われる事例の発生について 

（情報提供） 

 

 

今般、農林水産省より、別添のとおり、熊本県球磨郡の養鶏農場において高

病原性鳥インフルエンザ（Ｈ５亜型）が疑われる事例が発生した旨の発表があ

りましたので、取り急ぎ情報提供します。 

なお、引き続き、鳥インフルエンザの人への感染防止に適切な対応がとられ

るよう、「国内の鳥類における鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）発生時の調査等に

ついて」（平成 18 年 12 月 27 日付け健感発第 1227003 号）に基づいた対応をお

願いするとともに、「鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）に係る積極的疫学調査の実

施等について」（平成 18 年 11 月 22 日付け健感発第 1122001 号）に基づき、医

療機関において鳥インフルエンザを疑う患者を診察した場合は、保健所に連絡

されるよう改めて周知をお願いします。 

 



プレスリリース 平原 26年 4月 13日
農 林 水 産 .令

熊本県における高病原性鳥インフルエンザの疑似患雷の確

認及び ｢農林水産省鳥イ㌢フル工ンザ防疫対策本部｣の設
置について

本日､熊本県の肉用鶏農場①において､衷育伝染病である商病原性鳥インフルエン
ザの疑似息番が確認されました.このため､農林水産省は､本日､｢農林水産省鳥
インテルエンザ防疫対兼本部｣を設定して開催し､今後の対処方針を決定しまし
た.

また､当該鹿喝の飼養管盛者は.別農場②の管理も行?ていたため､当該BLJ農場も
疑似患者の発生農場と判定しました. 一

当該2農場は､症状が出た農場で佃易検査が陽性となった時点から飼喪家きん等の
･移動を制限しています.

なお､我が国では､これまで衷きん肉及び豪きん卵を食べることにより､息インフ
ルエンザウイルスが人に感染した事例は報告されていません.

現場での取軌よ､本病のまん延を引き起こすおそれがあること､農家の方のプライ

′くシ-を侵脅しカチねな.いことから､厳に慎むよう御協力をお願いいたします..

1.腰湯の概要

所在地 :

①発生疑い農場

l熊本県球磨郡 ((ま(･ん)多良木町 (たらざまち)■

②飼養者が同一の農場

周県同郡相良村 (朗 1.らむら)

飼養状況 :

① 肉用窺 (約畠万6千羽)

② 一肉用鶏 (瀞5万6千羽) .

(1)昨日午後､熊本県は､死亡始増加容の通報を受けて農場①の立入検査を爽施｡

(2)インフルエンザ簡易検査で死亡憩の5羽中5羽で陽性｡

(3)同県は当該農場に対し,豪●きん等の移動制限を指示するとともに､辻伝子検査を美
施.

農林 水 J亀省



(4)本日､辻伝子検査の結果､H5茸型であるこ.tを確臥 .

(5)また､当該農場の飼養管理者は､別虚場②の管理も行っていたため､当該別農場も
疑似患者の発生農場と判定.なお､同県が当該別農場についても移劫制限を指示済み｡

3.今後の対応
■｢高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性点インフルエンザに関する特定家畜伝染病
防疫指針｣等に基づき､以下の措置を実施します｡1

1. ①当該2鹿歯の飼養家きんの枚処分及び焼埋却､②農場から半轟3kn以内の区域
について移動制限区域の設定､⑧半径3kmから10kJn以内の区域について搬出制限区域
の設定等必要な防疫措定を迅速かつ的確に莫施｡

2.移動卿限区域内の農場につb_､て､速やかに発生状況確認検査を兵乱

3. 感染拡大防止のため､発生農場周辺の消毒を強化し.主要道靖に消毒ポイントを設
置b

4. 食料 ･農米 ･農村政策事故会家畜衛生部全豪きん疾病小委旦会を開催し､防疫対策
に必要な技術的助言を得る｡

5. 感染状況､感執経路等を正確に把蛭し､-的確な防疫方針の放射を行えるようにする
ため､農林水産省及び動物衛生研究所の専門家を現地に派温｡

6. 熊本県の殺処分 ･焼塩即等の防疫措竜を支援するため､必要に応じ､各地の動物検
疫所､家畜改良センター等から ｢果急支技チーム｣を派遭｡

7.疫学調査チームの派遣｡

8. 全都道府県に対し､本病の早期発見及び早期通報の徹底を改めて通机 .

9. 関係府省と十分連携を図りつ.つ､生産者､消臭者､流通来者等への正確な情報の提
供に努める.

4.その他

(1)当該農場臥 簡易検査で酸性となった痛点から飼兼森きん等の移動を制限していま
す｡

(2)なお,我が国では､これまで豪きん肉及び衷きん卵を食べることにより､息インフ
ルエンザウイルスが人に感染した事例は報告されていません｡

(3)現場での取材は､本病のまん延を引き起こすおそれがあること､鹿家の方のプライ
バシーを侵脅しかねないことか.ら､厳に慎むよう御協力をお願いいたします｡

(4)今後とも､迅速で正確な情報提供に努めますので,生産者等の関係者や消曳者が根
拠のない噂などにより混乱することがないよう､御協力をお願いします.

農 林 水 産省l


